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〈目 次 〉

主題設定の理由

方程式 とその解 の意味への関心を高める指導法の工夫(第1分 科会)

推論 の過程 を的確に表現す るカを伸ばす指導法の工夫(第2分 科会)
～段階的 な教材の利用 とグループ学習を通 して～

学ぶ意欲 を喚起 し、思考力を深める関数の指導(第3分 科会)
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1主 題設定の理 由
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基礎 ・基本 を確実に身に付 けること

「自ら課題 を見っけ、 自ら学び、 自ら問題 を解決 してい く」数学学習の実現

「数学的活動の充実」 と確かな知識の獲得

考 える方法を習得す ることへの対応

個々の生徒への対応

研 究 主 題

基礎 ・基本の確実な定着 を目指 した指導法の工夫

基礎 ・基本の定着

生徒の学習活動

①見付ける

③できる ④使 う

これか らは 、②分 かる③ で きるの段 階だ

けでな く、① 見付 ける④使 うの段階 に重 点

を置 いた基礎 ・基本 の定着 を 目指 していか

な くて はな らな い。 つ ま り、 「発 見す る喜

び」や 、分 か るよ うにな った こ とを 「使 う

喜 び」 を体験 してい くこ とで、 よ り定着 を

図 ってい くことが重要である。

目標に準拠 した評価と授業改善

計画 ・実践 ・評価 のサイ クルの中で 「指

導に生 きる評 価」を充実 させ る。

① 指導 のね らい(目 標)の 明確化

「いつ」 「どこで」 「どの よ うに」身 に付

けるか、指導の見通 しをもつ。

② ね らい を達成す るための指導法 の工夫

③ 評価(評 価規 準 と判断基準の明確化)

「何 を評価す るか」 それ が 「どの程度達

成 され て いるか」 とい う視点 か ら生徒一 人

一 人を理解す る
。 そ して 、評価結 果 に基 づ

いた具体的な手だ てを必ず講 じる。

共通主題 を うけ、3つ の分科会 主題 を決め、研 究を深 めることに した。
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第1分 科会(数 と式)

1研 究の構想

方程式とその解の意味への関心を高める指導法の工夫

指 導 の 現 状 と 課 題

・ズ=7の とき、3xの 値 を求 める問題 で、3x=3×7x=21xと 答え る生徒がお り、

文字 を数 で置 き換 えるこ との理解 が十分でない。

・方程式を解 くことはできるが、解 の意味を十分 に理解 していない。例 えば、求めた解 を

方程式に代入 して確 かめることが十分 にできず、計算過程 を何度 も見直す生徒 がいる。

・式の計算 で使 う等号 と、等式で使 う等号の意味の違 いを十分 に理解 できていない。

・数量関係 を等式で表す問題 を苦手 とす る生徒 が多い。

・小学校 では、口を用 いて数量関係 を表 し、それ にあてはまる値 を求めてい る。 このとき

経験 した逆算の考え方 による解 法 との関連を踏 まえた導入 と指導の工夫が必要 である。

・方程式 とその中の文字や解の意 味を理解す るためには十分 な時間 をかける必要が ある。

・文字式に対す る抵抗感や習熟の度合 を踏まえた導入 と指導方法 を改善す る必要がある
。

研 究 の ねbい

・基礎 ・基本 の徹底 と定着 のために
、す でに学習 した内容 を整理 しなが ら新たな知識や概

念を身に付 け活用す る態度 を育て る。

・興味 ・関,L,を高 めるために、生徒 自身 が具体的な操作を通 して納得 し、数学の中にみ ら

れ る工夫 に気付 く授業 を展開す る。

研 究 の 内 容 方 法

・小学校の学習内容や指導法、1次 方程式 の指導法 に関す る文献や先行研 究の分析

・生徒の実態把握 のため、質問紙法に よる調査問題 の作成、実施 ・分析

・研究授業の実施 ・分析 、指導方法の改善

皿 研究の内容

1生 徒の実態調査

1次 方程 式の学習 をす る直前 に、3校 の1年 生188名 に、すで に学習 した内容の定着度

を測 るためのテス トを実施 した。 あわせ て、生徒 の意識 や方 程式 の解法につ いて、 どの程度

理解 しているかを知 るためにア ンケー トを実施 した。その内容 と結果が次の表であ る。

(1)次 の式で、ロにあてはま る数 を求 めな さい。(括 弧内は正解率)
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ア ロ 十3=5(95%)

ウ ロ ×2=16(96%)

オ ロ ×2十1=9(90%)
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次の計算 を しな さい。(括 弧内は正解率)

9x_2x(89%)

5x-7x(87%)
-2(x-1)(54%)

2.5xx10(85%)

ク ーx×153 (77%)

イ ー2x十x

エ ーx-6x

カ4(3x十2)

(76%)

(82%)

(73%)

2x-1ケ
×6(66%)

3

コ2(x十3)十(3X-5)(57%)

サ5(2x-3)-6(1+2x)(58%)

(4)次 の数量 を表す式 をっ くりなさい。(括 弧内は正解率)

アxとyの 和 の2倍(47%)

イ1本x円 の鉛筆 を6本 と100円 の

消 しゴムを1個 買った ときの代金 の合 計(81%)

ウ 毎分70mの 速 さでxm進 む ときにかか る時間(48%)

(1)の 平均正解率

93%

(2)の 平均正解 率

84%

(3)の 平均正解率

73%

(4)の 平均正解率

59%

(ア ンケー ト)上 の よ うな(1)～(4)の 問 題 を解 くの は得 意 です か?

(il

!Z)

(3)

(4)

● ■ 騨

68% (3256)

54r島 〔46%}

(59%)4

}

(75%)
・

c2 %)

■ ・..15■ ●

眺 20% 鱗 60% 80% 100%

口 碍意

口 不褐慧

(ア ンケー ト)こ れか ら方程式の学習 を していきますが、

すで に方程式の解 き方 を知 っていますか?

知 ってい る(ユ9%)

知 らない(81%)

口にあてはまる数を求める問題 はほ とん どの生徒ができていて、苦手意識 も低 い。しか し、

文字 式の計算や数量関係 を式に表す問題は十分にで きていない生徒が多 く、苦手意識 も高い

ことが分 かった。

2題 材設定の理由

中学校 では、1次 方程式 、連立方程式、2次 方程式 と系統的に方程 式の学習を行 っている。

その初期 の段階で ある第1学 年 では、いかに方程式 とその解の意味を理解 し、基礎 的 ・基本

的な内容 を定着 させてい くかが指導 の中心 となっている。そ こで、生徒 が方程式 とその解 の
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意 味に関心をもち、確実 に理解 す るためには、 どの よ うな指 導内容や方法 をとるこ とが効果

的であるかを研究する ことに した。

多 くの場合、導入時に方程式 とその解 の意味にっいて学 習 している。 しか し、生徒の実態

調査の結果か らも分かるよ うに、数量関係 を式 に表す ことが十分にできないことや文字式 に

対す る苦手意識 がある。 この ことによって方程式 とその解 の意味への関心 と理解 が妨げ られ

ていると考えた。そ こで、 これ らの要因をできるだ け取 り除いて導入す ることに した。

まず、小学校 では、口を用いて数量関係 を表 し、それに あてはまる値 を逆算によって求め

ている。 しか し、 この学 習は加法 ・減法 ・乗法 ・除法の理解 を深めるためにそれぞれの場面

で行 われてお り、口にあてはまる値 を求めることを1つ の単元 としては学習 していない。 そ

こで、導入時に、子 どもた ちがよ くできてい る口の値 を逆算 によって求 める解法について整

理 した上で、授 業を展開すれば、抵抗 なく方程式 とそ の解 の意味 に関心が もてる と考えた。

また、文字式に対す る苦手意識 を取 り除き、文字 を数 で置 き換 える ことを理解 しやす くす

るための工夫 と して、「文字 は数 が入 る場所」 と考 え、初めは文字 を用いず に箱を使用す る

ことに した。そ して、この箱 とい う空間 を利用す ることで、箱(文 字)に ふ くまれ る謎(値)に

好奇心 をもちなが ら解明 し(解い)て いこ うとい う意欲 も引き出 したい と考 えた。

さらに、方程式 とその解の意味を理解するためには、文字 を変数 として扱い、文字の とる

値 によ り、等式は真 に も偽 にもな ることを体験 す ることが有効 であると考 えた。 また、文字

(箱)に いろいろな値 を代入す ることで、解 が求め られ るこ とも強調 したいと考 えた。最終的

に方程式 を解 くとい うことは、等式 の性質を用いて等式 を変形す ることができるよ うにな る

こ とである。 しか し、文字 をその場 その場で、変数 的に扱 った り、未知数的に扱 った りす る

こ とができるよ うになることも数学的な見方や考 え方を身 に付 けてい く上では必要 な ことで

ある。 これ らのこ とを踏ま え、方程式 とその解の意味を生徒 自身 が体験的 に納得 しなが ら学

習 できる授業 を展開す るた めに指導の工夫 と改善 を図 りたい と考え、本題材 を設定 した。

3学 習指導案

(D単 元 名1次 方 程 式

(2)単 元のね らい(単 元の評価規準)

単 兀 の ね ら い
・方程式 とその解、また方程式 を解 くことな どの意味 を明 らかにす る。
・等式の性質を理解 し、方程式 を等式 の性質 に基づいて解 くことがで きる ようにす る。

【数学への関心 ・意欲 ・態度 】

①1元1次 方程式 とその解の意味に関心 をもち、 さま ざまな数 を代入するな どして、

自分な りの方法 で解 を求め ようとする。

②等式の性 質 と移項 の関係 に関心を もち、1元1次 方程式 を解 こ うとす る。

【数学的な見方や考 え方1

①具体的な事象 には、文字 を用いる と簡単 な等式に表せ るものが ある ことに気付 き、

文字 にあてはま る数 について考えることが できる。

②等式の性 質を見いだ し、方程式の解き方 と結びつけて考えるこ とができる。

③ その方程式 にあった変形 の手順を見いだ し、解 法の見通 しをもつ ことができる。
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【数学的な表現 ・処理】

①1元1次 方程式 をつ くる ことができる。

②1元1次 方程式に値 を代入 して、その数が解で あるか どうか確かめることができる。

③等式の性 質を用いて方程式 を解 くこ とができる。

④方程式を解 くとき、 どの等式の性 質が使われ ているのか説 明す ることができる。

⑤ いろいろな方程式 を形式的な処理 によって解 くことができる。

【数 量、図形 な どについての知識 ・理解】

①1元1次 方程式 とその中の文字や解 の意味を理解す る。

②等式 の性質 と移項の関係や方程式を解 く手順 を理解する。

(3)指 導 計画(13時 間扱 い)

ア

イ

ウ

工

方程式

1次 方程式 の解 き方

1次 方程式の利用

ま とめ

(4時 間)…

(3時 間)

(5時 間)

(1時 間)

〔本時は4時 間中の1時 間 目〕

(4)本 時の指導

ア 本時 の 目標(本 時の評価規準)

・方程式 とその解の意味に関心を もち
、逆算や さまざまな数 を代入 するな どして、 自分

な りの方法 で解 を求めよ うとする。 【関心 ・意欲 ・態度① 】

・方程式 に値 を代入 して、その数が解で あるか どうか確 かめることができる。

【表現 ・処理② 】

イ 展 開

学 習 活 動

主な発問(T)と 生徒 の反応(C)

T:こ れ 「e」 何 だ か わか ります か。

C:はC:答 えC:イ コール

C:左 と右 が等 しい とい う意 味

T:左 と右 が等 しい と い う意 味 の記 号 で

イ コー ル と読 み ます 。(等 号 とい う。)

指導上の留意点(◇)

支援(☆)、 評価(◎)

◇黒板 の中央に大 き く 「=」 と書 かれ た

紙を貼 る。

◇左辺、右辺の意味を教 える。

◇1か ら10ま でのカー ドを黒板 に貼 る。

T:今 日は 、 この イ コー ル を使 っ て 、箱 の 中 の数 字 を探 し出 してみ ま し ょ う。

た だ し、数 字 は1か ら10ま で の整i数 と します。

この箱 の 中 には 、1か ら10の どれ か の数 字 が書 か れ た カー ドの うち 、1枚

が入 って い ます。 この カー ドに書 かれ た 数 字 は い くつ で しょ う。 ヒ ン トはカ
ー ドに 書 かれ た数 字 に3を 加 え る と、10に 等 し くな ります 。

・問題 を考 え 、発 表す る。C:
・ワー ク シー トNo .1に ヒン トの式 と答 え

を書 く。
・この 他 に も3つ の ヒ ン トを 与 え

、数 字

を探 し出 す 活 動 をす る。

◇ 分 かって も答 えは言 わない よ うに指示

し、一斉に答え させ る。

◇ 実際 にカー ドを箱 に入れ左 辺 と右 辺が

等 しくな ることを確認 させ る。

☆ ヒン トの文 章は箱 を使 った式 で表 し、
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展

開

※ ヒン トはカー ドに書 かれ た数宇 に5

をかけると、30に 等 しくな ります。

※2で わると、4に 等 しくな ります。

※4を ひ くと、5に 等 しくな ります。

暴、一騨 隔 圃 綴89{1

緯
、4磁 悲 認

y'Y:

L

最後に文字xを 使 った式 に直す。

◇今後は口や文字 を使った式で ヒン トを

与 えることを伝 える。

T:こ の箱 の 中 に は 、1か ら5の どれ か の数 字 が書 かれ た カー ドの うち、1枚 が

入 っ てい ます 。 この カ ー ドに書 かれ た数 字 は い くつ で し ょ う?

今 度 の ヒン トは、 口+1=9-□ で す。

た だ し、 この箱 には 同 じ数 字 が入 っ て い ます。 さて 、 い くつ で しょ う?

・問題 を考 え、 発表 す る。C:4 ◇ 実際 にカー ドを見せて、4で あるこ と

を確認 させ る。

◇ 口を文字xを 使 って表す。

T:そ の4は どのよ うに求 めま したか?そ の考 え方 を説明 して くだ さい。

・発表 す る。

C:な ん とな く4だ と思 っ て 、 箱 に入 れ

て計 算 した ら等 しくな っ た か ら。

C:1か ら順番 に箱 へ 入れ て計 算 した ら、

4の とき 左 辺 と右 辺 の値 が 等 し くな

った か ら。

C:方 程 式x+1=9-xを

x十 ズ=9-1

2x=8

x=4と 解 い た か ら。

◎ 【関心 ・意欲 ・態度①】

評価方法:ワ ークシー ト・行動観察 ・挙手

おおむね満足できると判断 される状況
・箱 に興味 を示 し、代入す るな どして解

を求 めよ うと してい る。
・求 め方 が分 か らないけれ ども、質 問 し

て求 めよ うと している。
・個別指導 を受 けなが ら、求 めよ うと し

ている。

T:こ の箱 の 中 には 、1か ら5の どれ か の数 字 が 書 かれ た カー ドの うち、1枚 が
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入 っ て いま す。 この カ ー ドに書 か れ た数 字 は い くつ で しょ う?

今 度 の ヒン トは 、10(×)ロ ー5=4(×)□+13で す 。

た だ し、 この箱 には 同 じ数 字 が 入 って い ま す 。 さて 、 い くつ で しょ う?

・問 題 を考 え、 発 表す る。C:3
・求 め方 を ワー クシー トNo .2に ま とめ、

理解 す る。

lOx-5=4x十13

x 10x-5 4x十13

1 5 17 X

2 15 21 X

3 25 25 0

4 35 29 X

5 45 33 X

だか らx=3

◇ 実際 にカー ドを見せ て、3で あ る こと

を確認 させ る。

◇ ロを文字 κを使 って表す。

◇ 今後 は文字 を使 った式で ヒン トを与 え

ることを伝 える。

T:こ れか ら問題演習 を行います。終わった ら隣の人 と交換 して答 え合わせ を し

て も らいま しょう。答 え合 わせ をす る時は、相手 の答 えを実際 に代入 して確

認 しま しょう。(問1以 外 は、隣同士は別 々の問題)

ワー ク シー トNo.3の 練 習 問題 を解 く。

第1学 年 散学
第3章 ■ 次 万 糧 式(N。.3-U

一

閥て 次の方程式のA813.1,z.3.4.5.の うち.ど れですか.

①x+4=9

②2z-3二7

Xt2=10-x

参4xニ5-x

9Sx十6=2z十12

擦壽者 氏9

8Rx=

一
一

一
一
_点/5点

◎ 【表現 ・処理② 】

評価方法:ワ ー クシー ト・行動観察

おおむね満足できる と判断され る状況
・ワー クシー トNo .3問1を 代入 な どして

求 めることができる。(正解 が3つ 以上)
・隣の人 の採 点 でも解で あるか ど うかを

代入 な どで確 かめることができる。

(採点間違いが2つ 以下)
・隣の人 に、解 で あるこ とを代入 しなが

ら説明する ことができる。
・求 め方が わか らない けれ ども、質問 し

て求 めることができる。

努力 を要する状況の生徒への手立て

☆xを 使 った式 か らロ を使 った式 になお

させ る。

☆1か ら5ま での整 数 を両辺 にそれぞれ

代入 させ 、数字だけの式 を書かせる。
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ま

と

め

窮1学 年 叡学

自 己 評 価 用 紙
■ 次 フ…5示皐 式

&8

※ 今日の授築を目分で顛り返り、5.4.3.2,1の どれかを選んで、数字を
Oで かこみましょう.5が もっともよく、1が もっともよくないとします.

① 箱の数を求めようと取り組みましたか?

できた(54321)で きなかった

② 今日の授箪で、箱の裁を求めるために、叛をn入 してaえ を見つけるように取
り組みましたか?

でer_一(54321)で きなかった

③ 求めたSRが 正しいか確かめましたか?

破かめた(54321)確 かめたかっr

④ 交損した相手の吾えを、自憺を籍って課点することができましrか?

で暫た(54321〕 でき攣かっr

s闘 えた間題はやり奪おしをしましたか?

悶逸えなかった した(5432哩)し なかった

a反 お燗密想,買 問、わかったこζなどがあったら貝体的に凹いてくたさい.

☆加 減乗 除の混 じった計算 にお ける計算

の順序 の留意 点や正負 の数の計算方法

を教 え、計算 させ る。

,欝

撫 毒,坦
◇時間がある生徒 は教科書の問題 を解 く。

融 ト
劃

職厨
臆 蟹》

劉 攣 、

T:今 目の学習 を振 り返 って、自己評価を しま しょう。(自 己評価用紙 の記入)

皿 授業のまとめ

(D導 入 時の口(箱)に あてはまる数 を求める問題は生徒に とって分か りやす く、興味 ・関心

を示 していた。また、スムーズに値 を求 める ことができ、意欲的 に取 り組む姿 もみ られた。

(2)導 入時 に興味 ・関心を高め、代入に よる解 法を理解 して も、正負 の数や文字式への習熟

度が低 いことか ら思 うよ うに値 を求め ることができず、意欲の低 下がみ られ る生徒 もいた。

(3)等 式 の性質や移項 な どを理解 してい る生徒 も代入 して解 く姿がみ られ、等式 を成 り立た

せ る値 としての解の意味 を考えることができた。

(4)ワ ー クシー トNo.2の 表 を用いなが ら代入 して解 く問題 で、1か ら順 に代入せず解 とな

りそ うな値 を予想 してか ら代入す る工夫 もみ られ、代入 による解法への関心 を深 めていた。

(5)ワ ー クシー トNo,3の 問1を 解 いてか ら、隣の生徒 と交換 し答 え合 わせを した ことで、

求 めた値を本 当に解 としていいのかをお互いに検討す る姿がみ られ た。また、解 でない と

きは、代入 によって説明 を し、 自発的 に教え合 う活動 もみ られ た。

(6)今 回、 ワー クシー トを工夫 し活用 した ことで、 ワークシー トの取 り組み を観察 した りワ

ー クシー トを回収 し点検するな どして
、学習活動 と一体 となった評価 を行 うことができた。

なお、90%以 上の生徒が 【表現 ・処理②】の評価規準 をおおむね満足できた と判断 した。

IV研 究のま とめ

(1)今 回、小学校 ですでに学習 した問題 を提示 し、1つ1つ のカー ドを箱 に入れて確 かめな

が ら授業を展開 した。 そのことで、方程式の基礎 ・基本 となる 「方程式 とその中の文字や

解 の意味」とい う新 たな知識を納得 しなが ら確実 に身に付 けることができた。また移項 と

等式 の性 質を用 いた解法 をすでに知ってい る生徒 も解 の意 味を再認識す ることができた。
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(2)箱 とカー ドとい う教具 の活用で、生徒 は課題 に興味 ・関心 をもっ ことができた。 また、

限 られた枚数のカー ドの中に答 えがあ り、求め られそ うだ とい う気持 ちが もて、学習意欲

を高 めることもできた。

(3)代 入 して解を求め ることで、解の意味を理解す ると同時に、代入に よる解法への限界 を

感 じ、さ らに別な解 き方はないか と興味 ・関心を示す生徒がいた。その ことで次の学習内

容で ある等式の性質へ と指導 をつな げてい くことがで きた。

(4)移 項 と等式の性質を用いた解法の指導後 も生徒た ちは、導入時の経験を振 り返 りなが ら、

求めた値 を代入 して確かめるこ とを自然 と行っていた。 また、定期考査で 「ある人が、方

程式4X=1m2xの 解 をx=9と 求めま した。 この解 は正 しいか 、正 しくないか答 え

な さい。 また、その ときの理 由 も答 えな さい。」 とい う問題 を出題 した ところ、73%の

生徒が正解 した。その うち62%が 「代入 して両辺の値 が等 しくないか ら」と答えていた。

これ らは等 式に代入 して成 り立つ値が方程式の解 であることの理解 が確実に定着 し、す で

に学習 した知識 を活用す る態度 が養われた もの と考え られ る。

V今 後の課題

(D文 字を数で置 き換 えることを具体的に理解 しやす くす るた めに箱 を用 いたが、文字 と式

の単元を学習す るときか ら箱を活用 し、箱を用い る意味やその操 作方 法などにつ いて十分

な理解 を深 めてお くことが必要である。

(2)今 回、「逆算の考え方 による解 法」 と 「代入 による解 法」の よさをそれ ぞれ分析 し、そ

の関連性 を踏 まえ、1つ の流れ になるよ うに配慮 して指導 を行 った。今後は 「等式 の性質

を用いた解法」や 「移項 と等式の性 質 を用いた解法」のよさについて も十分な分析 を行い、

効果的でスムーズな学習ができるよ うにす ることが必要であ る。

(3)今 回は1次 方程式の学習 において箱を用いたが、連立方程式や2次 方程式 の学習 でも箱

を活用す ることが理解を深め、関心 を高めることにっ なが ると考える。 しか し、 どのよ う

に箱 を用 いて学習 してい くかにつ いて さらに検討 してい く必要があ り、3年 間を見通 した

1つ の流れ になる指導の在 り方 にっ いて研 究を進 めていかな ければな らない。
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第2分 科会(図 形)

1研 究の構想

推論の過程 を的確 に表現する力を伸ばす指導法の工夫
～段階的な教材の利用とグループ学習を通して～

指 導 の 現 状 と 課 題

〈生徒の実態〉

・論理的に筋道 を立てて、推論の過 程を正 しく表現す ることが不得意 な生徒 が増えてい る。

・証明の必要感 が理解 され ていない。

普遍性の理解:本 当にいっで もそ うな るのか。

明 確 な 根 拠:そ の事 実が何 によって認 め られ るのか。

〈課 題〉

・生徒の意欲を高める指導 の工夫 をす る必要が ある。

・生徒の習熟度 に基づいた指導 計画 が必要である。

・生徒の興味 ・関心を喚起す る教材 の活用や指導の工夫 が一層 求め られ ている。

・数学的な活動を取 り入れ た教材 の開発 、利用が必要である。

・証明に関す る リテラシーを深 め る指導 の時間の確保が必要 であ る。

研 究 の ねbい

・段階的な教材や題材 を準備 し、それに生徒が取 り組む こ とに よ り基礎 ・基本 の定着を図

る。

・グループでの学習過程 にお いて、推論 の過程を的確 に し、 しか も簡潔で分か りやす く表

現す る能力 を養 う。

研 究 の 内 容 方 法

研 究のね らいに沿って、三 角形 の合同に関す る証明問題 を題材 とし、下記の指導内容 ・

方 法の工夫改善を図 る。

中学3年 生への調査 をも とに、生徒の実態 を把握す る。

2前 時の復習(全 員で合 同条件 等の暗唱)を 活用 し、生徒へ の学習内容 の定着 を図 る。

3問 題 を、い くつかの段 階に分 けたワー クシー トを作成す る。

4グ ループ学 習による、生徒相互 の支援を活用す る。
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II研 究の 内容

1ア ンケー トの実施 と考察

図形の証明 【問題 とアンケー ト】

3年 組 番氏 名

右の図 で、

AB=DC,AC=DB

な らば

LBAC=LCDB

であ ることを証明せ よ。

2.図 形の証明 問題は好 きですか。

・好 き ・やや好 き ・やや 嫌い

【理 由】

図形の証明【問題とアンケート】

1の結果

図形の証明【問題とアンケート】

2の 結果

7月 に、4校 の3年 生373名 に、 「図形の証明 【問題 とア ンケー ト】」 を実施 し、上記

のグラフの結果 を得た。1の 結果につ いては、解答 を4段 階に分 けて集計 した。 この結果 を

見ると、できる ・で きないの2極 化の様子 をてい して いて、⑤何 も書 けない。④△ABCと

△DCBに お いてまで(合 同になると予想 され る三角形 を見付 ける ことができ る)の 生徒が

全体の3分 の1で あった。

また、 「図形 の証明は好 きか」の結果は、証明 が嫌 い ・やや嫌 い とい う生徒 は全体 の3分

の2で あった。

証明が好 き ・やや好 きの理由(上 位か ら)証 明が嫌い ・やや嫌 いの理由(上 位か ら)

・楽 しいか ら

・解けた ときの達成感 があるか ら

・計算 よりお も しろいか ら

・得意 だか ら

・分か りやす い

・穴埋 めが好 きだか ら

・説 明す るのが好 きだか ら

・分 か らないか ら

・面倒 くさいか ら

・難 しいか ら

・複雑 になる とで きな くなって しま うか ら

・何 を書 いていいかわか らな くなるか ら

・条件や 方法 が多す ぎるか ら

・書 くのが苦手だか ら

4校 の集計 であ り、それぞれ の学校の特徴があったが、証明が嫌 い ・やや嫌 いの理由は 「分

か らないか ら」が突出 しいる。証明が好 き ・やや好 きの理 由にあるよ うに、分かれば楽 しく

な り、達成感 も得 られ るので、 「分か らないか ら」 とい う生徒 を減 らす ことは大切である。
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2題 材設定の理由

数学的 な推 論には、帰納 、類推 、演繹 の三つの方法があるが、帰納 と類推の考えは小学校

か ら取 り上 げられ てきている。い くつかの場合 において観察 、操作や実験な どか ら、それを

含んだよ り一般的 な結果 を導 き出す方法が用い られて きている。

帰納や類推の考えは図形の性質や関係 を見通 した り、個 々の具体的な図形 を処理す る方法

としては大切な ものであるが、その見通 した図形の性質や 関係 の一般性 を保障するのが演繹

の方法である。推論 の過程 を的確に、 しかも簡潔 で分か りや す く表現す ることは、一挙に達

成 できるものではない。ア ンケー トの結果か らも、嫌 い ・やや嫌 いが6割 をこえ、「証明は

苦手」 とい う意識 をもって しま う生徒は多い。 特に、ア ンケー ト結果か ら、⑤何 も書 けない

・不正解 、④△ABCと △DCBに おいてまで(合 同にな ると予想 され る三角形 を見付 ける

ことができる)の 生徒に焦点を当て、その指導法の工夫 を図 ることによって、そのつまずき

が解消 され ると考え、本題材 を設定 した。

3学 習指導案

(1)単 元 名 合 同 な 図 形

(2)単 元のね らい(単 元の評価規準)

単 兀 の ね ら い
・平面図形 の性質を三角形の合 同条件 などをもとに して確 かめ、証明す る必要性を理解 し、

論理的に考察する。

【数学への関心 ・意欲 ・態度】

①論理的に推論 を進め よ うとす る。

②ある事柄が正 しいか ど うかを形式に こだわ らず 、自分の言葉 で説 明 しよ うとす る。

③三角形の決定条件を もとに二っ の三角形が合同 とな るた めの条件 に関心をもち、考

察 しよ うとする。

【数学的な見方や考 え方】

①命題 が例外な く成 り立つこ とを明 らかにす るために、仮定やす でに正 しい と認め ら

れている事柄 を根拠 に して、結論 を図や用語な どを用いて導 く過程や解 き方 を考察

す るこ とができる。

②三角形の決定条件 をもとに、二っの三角形が合 同にな るた めの条件 を考察す ること

ができる。

③帰納的な方法 と演繹的な方法 を 目的に応 じて適切 に用い、図形の性質 を考察す るこ

とができる。

【数学的な表現 ・処理1

① 二つの三角形が合同である ことや、三角形の合 同条件 について言葉や式な どを用い

て表 した り読み取 った りす る ことができる。

② 三角形の合同条件や既習の図形の性質な どを根拠 として、図形の性 質を適切 に表現

し、証明する ことがで きる。

③ 推論の過程を的確に表現 する ことができる。

④ 「ゆえに」 「また は」 「かつ」 「したがって」 「一方」 「よって」 な どの言葉 を適切に

用 いることができる。
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【数量、図形な どにっいての知識 ・理解】

① 「仮定」や 「結論」の意味 を理解 している。

② 証明の意義 と証明にお ける図の もつ意味を理解 している。

③ 三角形の合同条件 につ いて理解 している。

④ 三角形の三つの辺 、三っ の角の6要 素の うち3要 素で合 同か どうかを判断で きる と

い う三角形 の合同条件 の意義 を理解 している。

(3)指 導 計 画(8時 間扱 い)

ア 合 同 な 図形(1時 間)

イ 三 角形 の 合 同条 件(3時 間)

ウ 証 明 のす す め方(4時 間)… 〔本 時 は4時 間 中 の3時 問 目〕

(4)本 時 の 指導

ア 本 時 の 目標(本 時 の評 価 規 準〉

・三 角 形 の合 同 条件 や 既 習 の 図 形 の性 質 な どを根 拠 と して 、 図形 の性 質 を適切 に表 現

し、 証 明す る こ とがで き る。 【表現 ・処理② 】

・推 論 の過 程 を的確 に表 現 す る こ とが で きる。 【表 現 ・処 理 ③ 】

イ 指 導 の 工夫

・グル ー プ学 習

・ワー ク シー ト1(問 題 〔1〕 ・問題 〔2〕 と段 階 的解 答4種 類a 、b、c、d)

ワー クシー トII(問 題 〔3〕 と自己評 価)

・ワー クシー ト1で 解 い た 問題 を 自 ら説 明 す る こ と、そ れ を闘 く ことで理 解 を深 め る。

ウ 展 開

習 活 動

主な発 問(T)と 生徒 の反応(C)

導 復 習(三 角形 の合 同条件 、仮定 、結論 を

入 暗唱)

指導上 の留意点(◇)

支援(☆)、 評価(◎)

T:今 日の授業 は、図形 の証明問題 を自分で解 くことがで きることと、その内容

を人に説明す ることがで きるよ うにな るのが 目標 です。

T:今 か ら、座席 を班の形 に します。班長はプ リン トを取 りに来てくだ さい。

T:で は、プ リン トを見て くだ さい。問題は 〔1〕 と 〔2〕 の2題 が あ ります。

それぞれ の問題 ご とに 〔a〕～ 〔d〕 まで、徐々に難 しくなるよ うに解答欄

を4箇 所ずつ作成 して あ ります。 〔a〕 が一番 ヒン トが多いわけです。 〔d〕

だけを見て解 くこ とがで きることが最終 目標です。時間は2題 で15分 とし

ますのですべての方法で解 くことは難 しい と思います。 自分 に適 した解答欄

を選び進 めていきま しょ う。 できる人 は、複数 の方法で解いてみ ま しょ う。

また、最初か ら 〔d〕の方法 を選ぶ人 も多 くい ると思いますが、解 けた ら 〔c〕

を使 って解 いてみて、 自分の解答の確認 を しま しょ う。
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T:余 裕 の ある人 は班 の人 に教 えて あげ

て くだ さい。

机間指導

(7分 経過)

T:そ ろそ ろ半分 の時間 が過 ぎます。問

題 〔2〕 に取 り組 みま しょう。

・ワー クシ ー ト1の 問題 〔2〕 を始 め る。

◎ 【表 現 ・処理②】

評価方法:学 習活動 の観察

おおむね満足 できる と判断 され る状況

a、b、dの いずれか で正 しい証

明をす るこ とがで き、それ を説 明でき

る。

努力 を要 する生徒への手 だて

☆各 グルー プ間で生徒 の教 え合 いを大切

に し、必要 に応 じて、教師 が個別指導

す る。

◇で きるだけ、生徒に考え させ る。

◎生徒の解答の様子を観察

◇ 生徒 の様子 を見て2名 指名 し、黒板 に

書かせ る。

◇15分 で時間を切 る

T:そ れで は、班 の中でお互 いに説 明 してみ ま しょ う。 問題 〔1〕 か 〔2〕 ど

ち らを説明 して もかまいません。1人1回 説明す るよ うに しま しょ う。

ただ し、全員が 〔1〕だけや 〔2〕だ けとな らないよ うに分担 してくだ さい。

また、早 くで きた人に黒板 に模範解答 を書 いて も らってあ ります。参考 に し

て くだ さい。

・班 の中 で 、 問題 〔1〕 か 問題 〔2〕 の

解 答 を説 明 し合 う。

班の様子を確認

◇1人1回 は説明す る。

図を2種 類用意す る。

◎ 【表現 ・処理③ 】

評価方法:学 習活動の観察

おおむね満足で きる と判断 され る状況
・図を用いて 自分の言葉 で説 明できる。

努力を要す る生徒への手だて

☆各 グル ープ間 で生徒 の教 え合 いを大切

に し、 必要 に応 じて、教師 が言葉 の誤

りな どを指導する。

T:そ れ で は 、座 席 を元 の位 置 に戻 して くだ さい。

T:2人 の 人 に 、黒 板 で説 明 して も らい ま し ょ う。

・1人 の生徒 が問題 〔1〕 を説 明す る。

他の生徒 はその説 明を闘 く。
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・1人 の生 徒 が 問題 〔2〕 を説 明す る。

他 の 生徒 はそ の説 明 を聞 く。

・間 違 い が あれ ば 直 し、 理 解 を深 め る。 O
～
鳶 塗

T:最 後 にも う1題 問題 に取 り組んでみま しょう。や り方は先ほ どと同 じです。

ただ し、人に説明す ることは しません。

・ワー ク シー トnを 始 め る。

(7分 経過)

T:裏 に 自己評 価 表 が あ りま す 。 記 入 し

ま しょ う。
・自己評 価表 を記 入 す る。

T:2枚 の ワー クシ ー トを 、 後 か ら回 収

して くだ さい。
・ワー ク シー ト1・nと 自己 評 価 表 を集

め る。

解 答 を4段 階 に した ワー ク シー ト(ワ ー ク シー ト1の 表 の 問題 〔1〕 と解 答 欄)

ワー ク シ ー ト1

1
[dJ

2年 〔 ⊃組()番 氏名 〔

r簡 題 〔・〕
右の図で、
AE=CE,BE=DE
ならば
AB=CD
であることを隆明せよ.

し
H

A C

D

J

》

(e]

△AEBと{)に おいて

〔 》富CE〔 仮定}… ①

BE={)`仮 定}… ⑫

(》"∠cen㈱ 頂角}・ 。③

①②③よウ

〔)が それぞれ埠しいので

〔)ヨ ムCED

ようて
AB=

[b7

〔)と(

AE隅`

`,昌(

∠AEBロ(

①②③ より

c

()5〔

よって
()ロ 〔

)に お いて

1)...m

()...●

(),..●

〕ので

(c]

(,と 〔

く}昌 〔

く1={

く)=〔

①② ②よ り

c

(7

よって
(}冒(

)に おい て

(》 … ①

く レ9・ ②

〔1… ③

)の で
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(ワ ー ク シー ト1の 裏 に印刷 され た 問 題 〔2〕 とワー ク シー トIIの 表 の 問題 〔3〕 解 答 欄 略)

r萬 題 〔2〕 「

右の図で、

ならば

であることを旺明せよ.

し J

r問 魍 〔3。 「

右の図で、

ならば

であることを庭明せよ.

」

皿 授 業のまとめ

く自己評価表 の集計結果 〉

ワー クシー トIIの 裏 に印刷 された 自己評価表

自 己 評 価 表

年 組 番 氏名

取 り組んだ解答すぺてに0を っけなさい

問 昆口 〔 ■ 〕 (a][b](c)[d]

問 題 〔2〕 CalCb)(e)(d]

問 題 〔3〕 [a](b)(c)[d)

以下 の 質悶 に 対 して 、あ て は まる もの にOを つ けな さい

・あ な たは 、 「今 日の授 業 で証 明 が で き るよ うに な った 」 と感 じま し たか 。

1.十 分感 じた2.感 じた3.少 し感 じた4.磁 じなか った

・あな た は、 瑳 の 人が 理 解 で き るよ うに 脱明 で き ま したか.

i,十 分 で きた2.で きた3.や や 努力 が 必要4.努 力 が必 要

自己0価 表 あなたは、「今日の授業で証明ができるよ

うになった」と感じましたかの集計結果

自己評価表 あなたは、班の人が理解できる

ように脱明できましたかの集計結果

〈授業 の考察〉

(D教 材の工夫

「段階的な教材 」は生徒 の理解度や 習熟度 に よ り、問題 の難易度 を 自ら選ぶ こ とができ

る よ うに工夫 した もので ある。 「分か らないか らや らな い」 とい う生徒 を減 ら し、証 明 の

記述 に徐々に慣れ させ る目的 で作成 した。生徒 一人一人 の ワー クシー トの分析か ら、 ワー

クシー ト1(問 題 〔1〕・〔2〕)で 、 〔a〕 ～ 〔c〕 の解答 欄 を使用 しなが ら、記述に対す

る理解 を深 めた生徒 が、 ワー クシー トII(問 題 〔3〕)に 取 り組む ときには 〔d〕 だ け の

解答欄 で記述できるよ うにな って ることが見取れ た。 また 、 自己評価表の集計結果か ら78
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%の 生徒が 「証明ができるよ うにな った」 と感 じて いた。

(2)数 学的な活動

「グループ学習での相互発表」 は、相手 に分か らせ るた めの説 明をす る ことで理解 を深

めよ うとした ものである。言葉 による説 明は曖昧 な面 もあ り、記述 での説 明 よ り厳密 さが

薄れ ることもある。 しか し、記述練習 だけでは得 られ ない、相 手へ の説明 の難 しさや 、分

かって も らった ときの喜び も実感 でき る。 「グル ー プ学習 での相互発表」 の活動 を取 り入

れ るこ とで、普段 関心が低 い生徒 も授業 に意欲的 に参加 し、 「嫌い」 「苦手」 意識 を減 らす

こ とにつ ながる と考 えた。 また、今回 の授業で は、短時 間で多 くの説 明が でき るよ うにグ

ルー プの人数 は3～4人 として行 った。 このよ うな活動 を通 して、推論 の過程 を的確 に表

現す る力が向上 していった と考 えられ る。

IV研 究のまとめ

本研究は 「推 論の過程 を正 しく表現す ることが不得意な生徒 が多 い」 とい う現状 を指 導法

の工夫 を図 ることによって改善 してい こ うとす るものであ った。指導 法の工夫 と して、① 「教

材 の工夫」 をす る こと、② 「数学的な活動」を取 り入れる ことに重点 を置 き研究 を進 めた。

授 業のま とめに も表れ ているよ うに 「教材 の工夫」 と して取 り上げた 「段階的 な教材 」、

「数 学的な活動」 として取 り上 げた 「グル ープ学習での相 互発 表」は ともに生徒 の意欲 を喚

起 し、理解 に対す る満足度 を高めてい る。 自己評 価表の分析 か らも意欲 の向上 と理解度 の深

ま りに よ り、その後の授業の中で 「証明は嫌 い ・苦手」 とい う意 識や、 「証明問題 に手 をっ

け られ ない」 とい うつまず きをもつ生徒 が減 った。 したが って、研 究のね らいであ る 「推論

の過程 を的確 に表現す る力 を伸ばす 」こ とは達成 され 、それ によ り 「基礎 ・基本の確実な定

着」 を図ることができた と考 える。

V今 後の課題

「基 礎 ・基本 の確実 な定着」 を 目指 し、 「推論の過程 を的確 に表 現す る力 を伸 ばす指 導法

の工夫」 とい う研究を行 って きた。そ の中で、まず考 えられ る課題 の一っは図形 の分野 だけ

ではな く、常 日ごろか らの授業にお いて、 「なぜ」 「どうして」 と考 える姿勢が重要 であ り、

生徒 がその定理や根拠 に常に立ち戻 り、確認 してい くことのでき る授 業が必要 とい うことで

ある。演繹的な推論 をす るためには推論の根拠 を明確 に しなけれ ばな らない。筋道 を立 てて

考え、推論 の過程 を的確に、 しか も分か りやす く表現す る能力 を伸 ばす ためにも、 日ごろの

授業 において 「根拠」 を明確 にす る指導がよ り重要 である と考 える。 また、 グル ープ学習

において も生徒 の習熟度や人間関係 に も配慮 し、すべ ての生徒が意欲的 に学習に取 り組 め る

編成 等の課題 がある。 生徒 に 「推論 の過程 を的確 に表現す る力」 をっ けるため、綿密 な指導

計画の立案 ・実施 と 「数学的な推論」 に対す るリテ ラシーを深め る授業 時間の確保 も重要で

ある。
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第3分 科会(数 量関係)

1研 究の構想

学ぶ意欲 を喚起 し、思考力を深める関数の指導

指 導 の 現 状 と 課 題

・数学が好 きと答 える生徒 の中にも
、関数 は嫌い とい う者がい る。

・式 を求める ・対応表 を作る ・グラフをか くとい う技能面の習熟が先行 し、それ らの本来

の 目的(関 数 関係の分析)が 見 えな くなってい る。

・関数 の指導 においては、表 ・式 ・グラフを 目的に応 じて使い分けて表現できるよ うにす

ることが大切 である。 しか し、生徒はそれぞれ を別 々のものととらえがちである。

・関数の学習で、表 ・式 ・グラフの関連 を指導す るとき、少 しの指 導です ぐに一般化す る

傾向がある。

研 究 の ねhい

・生徒の学ぶ意欲 を喚起 し、思考力 を深める関数 の指導 の工夫 を実現す る。

(教師 の働 きかけ ・意欲 を喚起す る指導 の工夫)

・作業や操作 を通 し基礎 ・基本の定着 を図る。

・必要に応 じて、少人数のグルー プ学習 と一斉授業を取 り入れ る。

・過程がわか るよ うにスモール ステ ップで指導の展 開を組ん でい く
。

研 究 の 内 容 方 法

・生徒の実態 を調 べ、関数の領域 の理解の度合 いを調べ る。

・研究構想図 を作 り、研究のね らいを明確 にす る。

・研究のね らいに沿って、指導方 法の工夫改善 を図 る。

・研 究授 業を通 して、指導方法 の検証や改善 ・場面設 定の工夫 を行 う。

皿 研究の内容

1生 徒の実態調査結果

この4月 、関数の内容が どの くらい定着 しているか を調べ るために、3学 年 を対象 に、次

のよ うな1・2年 の範 囲の復習確認 テス トを行 った。A中 学校 は3年 生全員 、B中 学校 は選

択数学受講生徒 を対象 に行 った。 その結果、他 の分野 に比べ、関数 の定着が悪い ことが分か

った。
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分 野 内 容 出題数

A 数と式 正負 の数の計算 ・文字式 の計算 ・1次 方程式 ・連立方程式の解法 等 16

B 関 数 条件か ら式 を求める ・2元1次 方程式のグラフ 等 10

C 図 形 お うぎ形の弧の長 さ ・空間における面や 直線 の位置関係

平行線 と角 ・三角形 と内角の和 等

11

D 確 率 さいころを使 った基本 的な問題 3

3年復習確認テスト正答率

正

答

率

(

%

)

ロA中 学校

●B中 学校

2題 材設定の理 由

1次 関数 は、文字 を用いた数学 の学習の中で、変数 として の文字の役割のみな らず 、文字

式の操作や方程式 の活用等、1次 式 の範囲を総合的 に扱 う内容であ る。 しか し、文字式や方

程式 のそれぞれの分野 において理解 ができている生徒 でも、 関数の分野への苦手意識 を もつ

生徒が多 くみ られ る。前述の調査 で も、関数 の分野にお ける理解が特に低い現状 も把握 でき

た。 なかで も、1学 年 までに学習す る比例を拡張 し、そ こに他 の学習内容 を関連付 けて考察

す るこ とに抵抗 を感 じる生徒が多い。 また、関数の指導 の上で、表 ・式 ・グラフの3つ の表

現方法を扱 う点 でも、相互の表現方 法を関連 して活用す る力が求 められる。

本 時の指導 として取 り上げた 『方程式 とグラフ』 は、2学 年で学習する1次 関数のなかで

も、関数 の式 と方程式 、表 と座標 、方程式の解 とグラフ といった関連性 が必要で ある。 この

よ うに様 々な学習内容 を含めているので、関数の理解 を高める指導方法の工夫には適 当な題

材 と考 えた。

そ して、 これ らの関連性に生徒 が関数への苦手意識 をもたず、具体的な事象 と抽象的な関

数 を行 きつ戻 りつ しなが ら、関数 の理解 を深め、抽 象的 な関数 を具体に近づ けると ともに、

関数 への興 味 ・関心を育て る指 導方法の工夫 ・改善をす るこ とを課題 として設定 した。

この単元 は、既習事項 を多 く盛 り込む総合的な内容 であるた め、問題解決 には多面的な近

づ き方 がある。ゲーム感覚の操作 において、生徒 自らが考 え、多面的な考察が可能な展 開を

用 いた。 また、作業や操作を伴 う活動が しやす く、 コミュニケー シ ョンを取 りやす い少 人数

のグル ープ学習の形態 と、多 くの生徒 による多様な見方や考 え方が発現 されや すい一斉授業

の形 態 とを、指導の場面に応 じて、よ り効果的 に展 開できる工夫 を した。意欲 を もって取 り

組 み、考察を深 める時間が十分 にもてる授業 で、関数 の学習が よ り効果 的に進む ことを 目指

した ものである。
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3学 習指導案

(D単 元 名1次 関数 と方程式

(2)単 元のね らい(単 元の評価規準)

単 兀 の ね ら い
・方程式やその方程式 が表す グラフにっいて理解 し、それ らの関係 について知る。 とくに

2直 線の交点 と、2直 線 を表す2つ の式 を連立方程式 と見な した ときの解 とが一致す るこ

とを理解する。

【数学へ の関心 ・意欲 ・態度】

①2元1次 方程式 を2つ の変数の関数関係 とと らえることに気付 き、1次 関数 と関連

付 けて考察 しよ うとす る。

②2元1次 方程式において、2つ の変数の関係 をグ ラフに表 してみよ うとする。

③与 えられた グラフが どの よ うな方程式で表せ るか を考察 しよ うとする。

④2直 線 のグラフの関係 を代数的に考察 しよ うとす る。

⑤代数的に求 めた結果が、座標平面上で どのよ うな意味 をもっているかを検証 しよ う

とす る。

【数学的な見方や考 え方】

①1次 関数 と2元1次 方程式 との関係 を用いて、方程式 の解の意味 な どを考察す るこ

とがで きる。

②グラフによ る視覚的な特徴 と、方程式による代数的な特徴 とを関連づ けて考 えるこ

とができる。

③ グラフによる表現 と式表現 とを関連づけて考察できる。

【数学的 な表現 ・処理 】

①2元1次 方程式 の解 を座標 面上に表現す るこ とができ、連立2元1次 方程式 の解 を

2直 線 の交点の座標 として求め ることができる。

②2直 線 の交点の座標 を、連立方程式 を解 くこ とで求める ことがで きる。

【数量、図形 などについての知識 ・理解】

①2元1次 方程式が1次 関数 として表せ ることを理解す る。

②2直 線の交点は、2直 線 を表すそれ ぞれの2元1次 方程式の両方 を満たすx、

組 を座標 とす る点である ことを理解す る。

③ax+by=cで 表せ るグラフは常に直線 であ るこ とを理解す る。

(3)指 導計画(6時 間扱 い)

ア2元1次 方程式の グラフ(2時 間)… 〔本 時は2時 間中の1時 聞〕

イ 連立方程式 とグラフ(1時 間)

ウ1次 関数の利用(3時 間)

(4)本 時の指導

ア 本時の 目標(本 時の評価 規準)

・2元1次 方程式を2つ の変数の関数 関係 ととらえることに気付き、1次 関数 と関連

付けて考察 しよ うとす る。 【関心 ・意欲 ・態度①】

・2元1次 方程式において、2つ の変数の関係 をグラフに表 してみ よ うとす る。

【関心 ・意欲 ・態度② 】
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・グラフによる視覚的な特徴 と、方程式による代数的な特徴 とを関連づけて考える こと

ができる。 【見方 ・考え方② 】

イ 指導 の工夫

・ゲーム形式を取 り入れ 、関数の嫌いな生徒で もや ってみ よ うとい う気に させ る。

・ワー クシー トを用意 し、生徒一人一人が考 える時間 を十分に とれ るよ うに配慮す る。

・机間指導 を行い、様々な考 え方 を採 り入れなが ら授業 を展開する。

・小集 団 による教 え合い学習 を取 り入れ、他者 の考えか ら学べ るようにする。

・小集団学習の 目標 を明確 に提示す る
。

ウ 展 開

〈第1時 〉

学 習 活 動

主な発問(T)と 生徒の反応(C)

T:方 程 式2x+3y-30=0の 解 を 求

め よ う。

C:も うひ とつ 式 が ほ しい。

C=た く さん あ る。

・生徒 か ら解 が 出 て きた ら、 方 程 式 に代

入 して 確認 す る。

拠
(1)やり方の説明

指導上の留意点(◇)

支援(☆)、 評価(◎)

◇与式が1元1次 方程式 である ことを確

認す る。

◇解 き方 の復習 も板 書 し、丁寧 に行 う。

◇与式が2元1次 方程式 であ ることを確

認 す る。解 はx、yの 値 の組 と して求

め られ ることを復習す る。

例 としてx=6,y=6は 解 の一つ で

あることを示す。

◇解の組 は一つ ではない ことを確認す る。

T:こ れ か ら班 毎 に違 う2元1次 方 程式 が 書 い て あ る ワ ー クシ ー トを渡 します 。

3分 間 で解 の組 を い くつ 見 付 け る こ とが で き ます か。 な るべ くた く さん ワー

ク シ ー トに書 い て くだ さい 。

・2種 類 の ワー ク シ ー トを用 意 し、 班 毎

に渡 す 。

x-3ア ー6=0

2x+3y-24=0

(2)生 徒 の活動
・3分 後 に何組書けているかを記入す る。

・4人 程 度 の 班 に す る
。

・ワ ー ク シ ー ト1㊧

・ワ ー ク シ ー ト1◎

◇机間指導 を し、様 々な考え方 をつかむ。

(3)班 の中で記録 の確認 ◇ 自分の考 えを言葉 にす ることによって
・お互いの考え方を班の 中で発 表 しあ う

。 思考 を深め るよ うに援助す る。
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(4)班 の代 表者 が全 体 に説 明
・㊨ 式 、0式 ともに発 表 す る。

C:解 をい くつ か 探 した ら値 の変 化 の仕

方 の き ま りに 気 づ い た.。

C:xにa,1,・ … と代 入 して み た 。

C:1次 方程式 を解 いて解 を出 した。

y-2--x+8に 変 形 して か らx3

に代入 した。

C:表 を作 っ た。

(1)発 問

T・ これ らの2元1次 方程式の全ての解

を表現す る方法 を考 えてみ よう。

C;グ ラフで表す

(2)座 標平面 に点を とる
・まず 自分の班で解探 しを した方程式で、

座標平面上 に点を とってみ る。

(3)グ ラフか ら気付 いた ことをま とめる
・㊧式 も⑪式 も直線 にな りそ うだ

。
・直線 をひいて良いのかを確認 す る.

y=ax+bの 形 になるので1次 関数

である.。→ グラフは直線 になる。

◎ 【関心 ・意欲 ・態度①】

評価方法:ワ ークシー ト1・ 行動観 察

おおむね満 足されると判断され る状況
・2元1次 方程 式が2っ の変数 の関数

関係 であ る ことに気付 くことがで き

る。

努力を要す る生徒への手立て

☆解があま り見っか らなか った生徒 に

はx=0、x=1な どを代入 して解

を見付 けるよ うア ドバイ スする。

◇様 々な考 え方 をと りあげ る。考 え方 の

小 さな違 いでもと りあげて良さを認 め

る。 生徒 の考 えに価値付 けをす るよ う

に し、意欲 を喚起す る。

㊨

⑭

(
∠

9
臼

L
「

し
「

一

}

シ

シ

ク

ク

一

一

ワ

ワ

◎ 【関心 ・意欲 ・態度②】

評価方法:ワ ークシー ト2・ 行動観察

おおむね満足できると判断 され る状況
・2っ の変 数の 関係 をグラフに表 して

み よ うとす る。

◎ 【見方 ・考 え方② 】

評価方法:ワ ークシー ト2・ 行動観 察

おおむね満足できると判断 され る状況
・正 しい点 を とり、直線 の グラフがか

けてい る。

〈第2時 〉

・ワー クシー ト1・2を 活 用 し、学 習 内容 の復 習確 認 をす る。

・2元1次 方 程式 の グ ラフ の か きか た をま とめ 、 演習 に よ る定 着 を 図 る。
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ワー ク シー ト1㊨ ワー ク シー ト1◎

2元1次 方程式の

解壱いくつ探せる力噂?

方程式

x-3y-6 0

にっいて、い くつ の解 が 見 つ け られ るか な

① 解 と求め方{考 え方や求め方を苦いてお こう)

3㎜ 恐 個 勲 鵜引

② 班の中でお互いの考え方を絶提 し合お う.ｬ!分 と遜う考え方は欝いておこう、

③ 他の班の人の考え方を聞いて、分かったことをま とめよう。

z 親 欝 氏名

2元1次 方程式の

解をいくつ探世るカ1な?

方程式

2x十3y-24 0

にっいて,い くつ の解 が 見 つ け られ るか な

① 解と求め方 構 え方や求め方を 書いてお こう)

3頒 恩 剖 ・ 個 肋 鱈驚'

②HIのNで お互いのr'zhを 窺表し,...,,.う,良分 と;4う 考えlii3!:い てお こう、

③ 他のAFの 人の考え方をauい て、分かったことをまとめよう。

2st=組 氏,

ワー クシー ト2㊨

方程式 の解を座標の形に轡いてみよ う。

これ らの点を、下の座標平 面に とってみよう.

Y

x

ワー クシー ト2◎

方程式2x+3y-24=0の 解 を座標 の形に笹いてみよう.

(?()()

()()

()()()f

これ らの点を、下の座標平面に とってみよ う。

Y

1

[ 「 i
「 1 i

,

i

1

0一5 5

1 「

1
巳

気づいた ことをま とめよう

2年 組 番 氏名

)

}

)

X
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皿 授業のま とめ

2元1次 方程式の解 は無数 にあることを確認 した上で 「解探 しゲーム」 に取 り組ませ たこ

とで、多 くの生徒が、x、yの 関数 関係 に気付 くことができた。でた らめに解を見付 けるの

ではな く、まず、x=o、y=0を 代入す る生徒が多かった。 また、一定 の割合 で変化す る

2つ の数については、それ までの関数の学習で慣れている よ うであった。 自由に考えること

ができる課題 には、積極的 に取 り組む生徒 が多いこ とが分かった。

小集 団学習を取 り入れた こ とによって、 どの生徒 にも活躍 できる場面があ り、 自分の意見

が他 に認 められ 、他の生徒 の意見 を闘 くこ とで 自分 の考 えを深 めることができた。

思考力を高めるために個人 で考 える時間、グルー プで考える時間を十分 とり、いろい ろな

考え方や導 き方を生徒 自身 が挙げる方法を とった。多少時間は要す るが、考えよ うとす る意

欲 が しだいにわいて くる姿が見 られた。

IV研 究のまとめ

研究テーマ 「学ぶ意欲 を喚起 し、思考力を高 める関数指導」を 目指 して試行錯誤 し、研究

を進 めてきた。生徒た ちの 自由な発想 を大切 に し、教師の押 しつけではな く、生徒相互 の力

が最大限に生きるよ う指導案 を立てた。 なかで も 「解探 しゲーム」や発表者 の発言 の時間に

おいては、 どの生徒 も目を輝 かせ なが ら授業に集 中 していた。また小集団学習 によ り一人一

人 に役割があるため、考え よ うとす る前向きな姿勢が多々見 られ、テーマ として取 り上げた

内容はおおむね達成 できた と考え られ る。 そ して、特に次の こ とが成果 と して挙げ られ る。

今回の研究で指導方法 として取 り入れたゲー ム感 覚の教材 に よって、最初のテーマを 「2

元1次 方程式の解 を探す方法」に しぼ り、 自分 の理解 している考 え方を基にそれぞれ の理解

の度合いに応 じた切 り口で課題 に取 り組む ことができた。 さらに少人数 グループの交流や一

斉授業の発表 において、よ り効果 的な解決方法 を模索 し、学習 を進め ることができた。解法

を生徒の手で見付けつつ学習が進 む実感 こそが、苦手意識 を取 り除き、喜び をもって学習を

進 める意欲を喚起するこ とにっながった。また、 自分で考 え、発表 し、他の意見を取 り入れ

て、多様 な考え方に気付 き理解す る展 開が、思考の深 ま りと、以後の学習においてその豊か

な発想 を生かそ うとす る意欲へつながってい る。 自らの可能性 を広げ るこの意欲 の積み重ね

が、 自己学習 におけ る基礎 ・基本 の定着か ら生活の中の課題解決 にいたるまで、数学的な見

方や考え方 を生かそ うとす る意欲へ とつ なが るはすである。

V今 後の課題.

(1)関 数の理解 をよ り高め るためには、 「正負 の数」・「文字 式」・「等式の性質」・「方程式」

の指導 を充実 し、生徒一人一人の理解 をいかに深めてお くかが課題 となる。

(2)生 徒が、表 ・式 ・グラフそれぞれ の相互関係 を十分に掌握 できるよ うにす るには、まだ

まだ時間がかか るが、今後 は、表 ・式 ・グラフを 目的に応 じ、使い分けて表現 できるよ う

総合問題で補充、深化 してい くかが課題 となる。

(3)こ の授業 を通 して、数量関係の苦手意識は少な くなったが、今後は、関数で得た知識 を

活用 し、いかに応用できるか が課題 となる。
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